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名  称 

障害のある人もない人も共に暮らしやすい千葉県づくり条例 

（H18.10.20 公布、 H19.7.1 施行）  

北海道障がい者及び障がい児の権利擁護並びに障がい者及び

障がい児が暮らしやすい地域づくりの推進に関する条例

（H21.3.31公布、H22.4.1施行） 

障がいのある人もない人も共に学び共に生きる岩手県づくり

条例（H22.12.14公布、H23.7.1施行） 

さいたま市誰もが共に暮らすための障害者の権利の擁護等に

関する条例（H23.3.9公布、H24.4.1施行） 

目  的 

第一条 この条例は、障害のある人に対する理解を広げ、差別

をなくすための取組について、基本理念を定め、県、市町村

及び県民の役割を明らかにするとともに、当該取組に係る施

策を総合的に推進し、障害のある人もない人も共に暮らしや

すい社会の実現を図り、もって現在及び将来の県民の福祉の

増進に資することを目的とする。 

第１条 この条例は、障がい者及び障がい児の権利を擁護する

とともに、障がいがあることによって障がい者及び障がい児

がいかなる差別、虐待も受けることのない暮らしやすい地域

づくりを推進するため、障がい者及び障がい児の視点に立っ

て、道の施策の基本となる事項、道が実施すべき事項及び道

と市町村との連携により実現すべき事項などを定めること

等により、地域における障がい者及び障がい児の権利を擁護

し、及び生活の支援に向けた環境を整備し、もって北海道の

障がい者及び障がい児の福祉の増進に資することを目的と

する。 

第１条 この条例は、障がいについての理解の促進及び障がい

のある人に対する不利益な取扱いの解消に関し、基本理念を

定め、県の責務並びに市町村、県民及び事業者の役割を明ら

かにするとともに、その施策の基本となる事項を定めること

により、障がいのある人と障がいのない人とが互いに権利を

尊重し合いながら共に学び共に生きる地域づくりを推進す

ることを目的とする。 

第１条 この条例は、障害者への差別及び虐待を禁止するとと

もに、障害者の自立及び社会参加を支援するための措置を講

じることにより、障害者が地域社会を構成する一員として日

常生活を営み、権利の主体として社会、経済、文化その他の

あらゆる分野の活動に参加する機会を得られるよう、地域福

祉の推進を図り、もって市民が障害の有無にかかわらず、等

しく市民として個人の尊厳と権利が尊重され、その権利を享

受することができる地域社会の実現に寄与することを目的

とする。 

基本理念 

第三条 すべて障害のある人は、障害を理由として差別を受け

ず、個人の尊厳が重んぜられ、その尊厳にふさわしく、地域

で暮らす権利を有する。 

２ 障害のある人に対する差別をなくす取組は、差別の多くが

障害のある人に対する誤解、偏見その他の理解の不足から生

じていることを踏まえ、障害のある人に対する理解を広げる

取組と一体のものとして、行われなければならない。 

３ 障害のある人に対する差別をなくす取組は、様々な立場の

県民がそれぞれの立場を理解し、相協力することにより、す

べての人がその人の状況に応じて暮らしやすい社会をつく

るべきことを旨として、行われなければならない。  

第３条 障がい者の権利を実現し、及び社会参加を確保するた

めの社会生活に関する施策の推進に当たっては、次に掲げる

事項を基本とする。 

(１) 行政機関、学校、地域社会、道民、事業者その他関係

団体が、相互に連携して社会全体で取り組むこと。 

(２) 障がい者への差別を防止し、障がい者の暮らしづらさ

を解消し、及び障がい者の権利を最大限に尊重すること。

(３) 保健、医療、福祉、労働、経済、教育その他障がい者

に関するあらゆる分野において、総合的に取り組むこと。

(４) 道内における地域間の格差の是正を図ること。 

第３条 障がいについての理解の促進及び障がいのある人に

対する不利益な取扱いの解消は、障がいのある人自らが選択

した地域において生活し、地域社会を構成する一員として社

会、経済、文化その他あらゆる分野の活動に参加する権利を

尊重することを基本として、行われなければならない。 

２ 障がいのある人に対する不利益な取扱いの解消のための

取組は、不利益な取扱いの多くが、障がいに対する誤解、偏

見、理解の不足等に起因するものであることにかんがみ、障

がいについての理解を深めることを基本として、行われなけ

ればならない。 

第３条 障害者への差別をなくし、及び虐待を防止するための

取組は、市、市民及び事業者並びに障害者の医療、保健、福

祉、教育、就労等に関係する機関（以下「関係機関」という。）

が障害者を権利の主体であると認識し、その権利を尊重し、

それぞれの障害に対する理解を深めることにより行われな

ければならない。 

２ 障害者の権利の擁護並びに障害者の自立及び社会参加の

支援に関する施策の推進は、市、市民、事業者及び関係機関

が相互に連携し、並びに障害者の選択を尊重することにより

行われなければならない。 

３ 障害者の権利の擁護並びに障害者の自立及び社会参加の

支援に関する施策の推進は、障害者が市民の一員として地域

において生活し、それぞれにふさわしい役割を果たすことが

できるよう行われなければならない。 

国及び地方公共

団体の責務 

第四条 県は、前条に規定する基本理念（以下「基本理念」と

いう。）にのっとり、障害のある人に対する理解を広げ、差

別をなくすための施策を総合的かつ主体的に策定し、及び実

施するものとする。 

第４条 道は、この条例の目的を達成するため、前条に定める

基本理念（以下「基本理念」という。）に基づき、暮らしや

すい地域づくりを推進する施策を総合的かつ計画的に策定

し、実施しなければならない。 

第４条 県は、前条に規定する基本理念（以下「基本理念」と

いう。）にのっとり、障がいについての理解の促進及び障が

いのある人に対する不利益な取扱いの解消に関する施策を

総合的に策定し、及びこれを実施するものとする。 

第４条 市は、この条例の目的を達成するため、前条に定める

基本理念（以下「基本理念」という。）に基づき、障害者基

本法その他の法令との調和を図りながら、障害者の権利の擁

護並びに障害者の自立及び社会参加の支援に関する施策を

総合的かつ計画的に実施しなければならない。 

国民・道県民・

市民等の役割・

責務 

第六条 県民は、基本理念にのっとり、障害のある人に対する

理解を深めるよう努め、障害のある県民及びその関係者は、

障害のあることによる生活上の困難を周囲の人に対して積

極的に伝えるよう努めるものとする。 

２ 県民は、基本理念にのっとり、県又は市町村が実施する、

障害のある人に対する理解を広げ、差別をなくすための施策

に協力するよう努めるものとする。 

第６条 道民、事業者及び関係団体（以下「道民等」という。）

は、基本理念に基づき、障がい及び障がい者に対する理解を

深めるとともに、暮らしやすい地域づくりを推進するための

施策に協力するよう努めるものとする。 

第６条 県民及び事業者（以下「県民等」という。）は、障が

いのある人が、地域の一員として社会、経済、文化その他あ

らゆる分野の活動に参加できるよう、支援に努めることによ

り、障がいのある人もない人も共に暮らしやすい地域づくり

に努めるものとする。 

２ 県民等は、基本理念にのっとり、障がいについての理解を

深め、障がいのある人に対する不利益な取扱いの解消並びに

県及び市町村が実施する障がいについての理解の促進及び

障がいのある人に対する不利益な取扱いの解消に関する施

策への協力に努めるものとする。 

３ 県民等は、障がいのある人の家族に対して必要な配慮をす

るよう努めるものとする。 

４ 障がいのある人は、自らの障がいの特性及び障がいのある

ことによる生活上の困難について県民等に伝え、理解が得ら

れるよう努めるものとする。 

第５条 市民及び事業者は、基本理念に基づき、障害者に対す

る理解を深めるとともに、障害者の権利を尊重し、地域で誰

もが共に暮らしていくための良好な環境づくりに努めなけ

ればならない。 

【参考資料１】
新潟市障がい福祉課 
平成 26 年 1 月 16 日 
第 8 回条例検討会資料
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名  称 
障害のある人もない人も共に生きる熊本づくり条例 

（H23.7.1 公布、H24.4.1 施行） 

障害のある人もない人も共に安心して暮らせる八王子づくり

条例（H23.12.15 公布、H24.4.1 施行） 

【参考】障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律 

（H25.6.26 公布、H28.4.1 施行） 

(仮称)障がいのある人もない人も一人ひとりが大切にされ 

いかされる新潟市づくり条例 

目  的 

第１条 この条例は、障害者に対する県民の理解を深め、障害

者の権利を擁護するための施策(以下この章及び第 22 条第 1

項において「障害者の権利擁護等のための施策」という。)

に関し、基本理念を定め、並びに県の責務及び県民の役割を

明らかにするとともに、障害者の権利擁護等のための施策の

基本となる事項を定めることにより、障害者の権利擁護等の

ための施策を総合的に推進し、もって全ての県民が障害の有

無にかかわらず社会の対等な構成員として安心して暮らす

ことのできる共生社会の実現に寄与することを目的とする。

第１条 この条例は、障害者に対する市民及び事業者の理解を

深め、障害者に対する差別をなくすための取組について、基

本理念を定め、市、市民及び事業者の責務を明らかにすると

ともに、当該取組に係る施策を総合的に推進し、もって市民

が障害の有無にかかわらず、相互に人格と個性を尊重し合い

ながら共に安心して暮らすことができる社会の実現に寄与

することを目的とする。 

第一条 この法律は、障害者基本法(昭和四十五年法律第八十

四号)の基本的な理念にのっとり、全ての障害者が、障害者

でない者と等しく、基本的人権を享有する個人としてその尊

厳が重んぜられ、その尊厳にふさわしい生活を保障される権

利を有することを踏まえ、障害を理由とする差別の解消の推

進に関する基本的な事項、行政機関等及び事業者における障

害を理由とする差別を解消するための措置等を定めること

により、障害を理由とする差別の解消を推進し、もって全て

の国民が、障害の有無によって分け隔てられることなく、相

互に人格と個性を尊重し合いながら共生する社会の実現に

資することを目的とする。 

≪制定済自治体の目的規定の構成≫ 

この条例は、○○○の施策について、基本理念を定め、

市、市民及び事業者の責務を明らかにするとともに、 

○○○の施策を推進し、 

もって◎◎◎社会の実現に寄与することを目的とする。 

「○○○の施策」の部分が、条例の目指すべき社会を達成

するための手段 

「◎◎◎社会」の部分が、条例の目指すべき社会 

基本理念 

第３条 障害者の権利擁護等のための施策は、全ての障害者

が、障害者でない者と等しく基本的人権を享有する個人とし

てその尊厳が重んぜられ、自らの意思によって社会経済活動

に参加し、自立した地域生活を営む権利を有すること及び何

びとも、障害者に対して、障害を理由として、差別すること

その他の権利利益を侵害する行為をしてはならないことを

踏まえ、全ての県民が各々の役割を果たすとともに、相互に

協力することを旨として行われなければならない。 

第３条 障害者に対する差別をなくすための取組は、全ての障

害者が、障害者でない者と等しく、基本的人権を享有する個

人としてその尊厳が重んぜられ、その尊厳にふさわしい生活

を保障される権利を有することを前提として行わなければ

ならない。 

２ 障害者に対する差別をなくすための取組は、差別の多くが

障害者に対する誤解、偏見その他の理解の不足から生じてい

ることを踏まえ、障害及び障害者に対する理解を広げる取組

と一体のものとして行わなければならない。 

３ 障害者に対する差別をなくすための取組は、様々な立場の

市民がそれぞれの立場を理解し、相互に協力して行わなけれ

ばならない。 

≪制定済自治体の理念規定の構成≫ 

 ○○○の施策は、△△△として行わなければならない。

国及び地方公共

団体の責務 

第４条 県は、前条に規定する基本理念にのっとり、障害者の

権利擁護等のための施策を総合的に策定し、及び実施しなけ

ればならない。 

第４条 市は、前条に規定する基本理念（以下「基本理念」と

いう。）にのっとり、障害及び障害者に対する理解を広げ、

差別をなくすための施策を総合的かつ計画的に実施する責

務を有する。 

第三条 国及び地方公共団体は、この法律の趣旨にのっとり、

障害を理由とする差別の解消の推進に関して必要な施策を

策定し、及びこれを実施しなければならない。 

≪制定済自治体の市等の責務規定の構成≫ 

市は、基本理念にのっとり、 

○○○の施策を策定し、及び実施しなければならない 

国民・道県民・

市民等の役割・

責務 

第６条 県民は、第 3条に規定する基本理念にのっとり、障害

者に対する理解を深めるとともに、県又は市町村が実施する

障害者の権利擁護等のための施策に協力するよう努めるも

のとする。 

第５条 市民及び事業者は、基本理念にのっとり、障害及び障

害者に対する理解を深め、市が実施する障害者に対する差別

をなくすための施策に協力するよう努めなければならない。

第四条 国民は、第一条に規定する社会を実現する上で障害を

理由とする差別の解消が重要であることに鑑み、障害を理由

とする差別の解消の推進に寄与するよう努めなければなら

ない。 

≪制定済自治体の市民等の責務規定の構成≫ 

市民等は、基本理念にのっとり、 

○○○の施策に協力するよう努めなければならない。 


